
協議事項 

2013/2/7 第 11 回理事会 

1 

2013 年 2月 7日 

公益財団法人 日本サッカー協会 

2012 年度 第 11 回理事会 

協議事項 

 1. 臨時評議員会開催の件 

  以下の通り、臨時評議員会を開催したい。 

(1)開催日時：3月 20 日（水・祝）13：00～ 

(2)会  場：日本サッカー協会 4F 会議室 

(3)議題（報告事項）：①2013 年度 事業計画の件 

②2013 年度 予算の件 

 

 2. ユニフォーム規程改正の件 

  （協議）資料№1 

 

 3. 日本サッカー後援会 会員表彰の件 

 

 

 

 日本サッカー後援会に 30 年在籍した会員に対し、永年にわたる援助に対する感謝として、以

下の通り表彰したい。なお、本表彰制度は 2008 年より実施している。 

 (1)対 象 者：12名 

※参考：2012 年 12 名、2011 年 17 名、2010 年 22 名、2009 年 48 名、2008 年 101 名 

 (2)表彰内容：①感謝状及び記念楯の贈呈 

②2013 年度に、日本代表戦 1試合ご招待 

【参 考】日本サッカー後援会からの後援金収入 

2004 年度 70,000 千円（JFA 60,000 千円、L ﾘｰｸﾞ･ﾌｯﾄｻﾙ各 5,000 千円） 

2005 年度 76,000 千円（JFA 60,000 千円、L ﾘｰｸﾞ･ﾌｯﾄｻﾙ各 8,000 千円） 

2006 年度 65,000 千円（JFA 55,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ･ﾌｯﾄｻﾙ各 5,000 千円） 

2007 年度 64,000 千円（JFA 52,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ 7,000 千円、ﾌｯﾄｻﾙ 5,000 千円） 

2008 年度 59,000 千円（JFA 43,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ 5,000 千円、ﾌｯﾄｻﾙ 10,000 千円、 

こころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1,000 千円） 

2009 年度 46,000 千円（JFA 30,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ 5,000 千円、ﾌｯﾄｻﾙ 10,000 千円、 

こころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1,000 千円） 

2010 年度 47,000 千円（JFA31,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ 5,000 千円、ﾌｯﾄｻﾙ 10,000 千円、 

こころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1,000 千円） 

2011 年度 46,000 千円（JFA30,000 千円、なでしこﾘｰｸﾞ 5,000 千円、ﾌｯﾄｻﾙ 10,000 千円、 

こころのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1,000 千円） 

 

 4. AFC フットサルクラブ選手権日本 2013 組織委員会の件 

  （協議）資料№2 

ＡＦＣフットサルクラブ選手権日本 2013 組織委員会を設立し、別紙の通り準備業務を進めた

い。なお、組織委員会の傘下にトーナメント本部を設け、実行体制を整える。 

＜参考：大会概要＞ 
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名称：ＡＦＣフットサルクラブ選手権 2013 ファイナル 

主催：アジアサッカー連盟 

主管：公益財団法人日本サッカー協会、公益財団法人愛知県サッカー協会 

出場チーム：開催地を含む 8チーム 

期間：2013 年 8 月 27 日～9月 1日 

会場：テバオーシャンアリーナ（愛知県名古屋市）、パークアリーナ小牧（愛知県小牧市） 

 

 5. ユニバーシアード女子日本代表ナショナルコーチングスタッフの件 

  （協議）資料№3 

ユニバーシアード女子日本代表ナショナルコーチングスタッフについて、以下の通りとしたい。 

監督：堀野 博幸（ほりの ひろゆき） 

期間：2013 ユニバーシアードカザンまで 

 

 6. ＪＦＡ・Jリーグ特別指定選手制度の件 

  （協議）資料№4 

 ＪＦＡ・Jリーグ特別指定選手制度を別紙の通りに変更したい。 

 【変更のポイント】  

① Jクラブへの新加入が内定している選手は、Jリーグのシーズン終了まで認定する。 

② ①以外の選手は、3ヶ月毎に活動実績をチェックし、更新する。 

※現ルールは期間限定なし。 

 

 7. 2013 年 ユースディベロップメント体制の件 

①  ②  （協議）資料№5①② 

2013 年 ユースディベロップメント体制について別紙の通り追加したい。 

 

 8. 2013 年 ＪＦＡアカデミースタッフ体制の件 

  （協議）資料№6①② 

2013 年 4月 1日からのＪＦＡアカデミー（福島・熊本宇城・堺）のスタッフを別紙の通りとした

い。 

 

 9. 大学・専門学校における指導者養成講習会開設の件 

  以下の専門学校において、公認Ｄ級コーチ養成講習会の開設を認めたい。 

学校法人 横浜ＹＭＣＡスポーツ専門学校（神奈川県） Ｄ級  ※Ｃ級はすでに開催認定済 

インストラクター：和田 武倫（わだ たけのり）（47FA インストラクター）公認Ａ級コーチ 

望月 選（もちづき えらぶ） （47FA インストラクター）公認Ａ級コーチ 

※参考：開設認定校数  大学：34 校  短大：2校  専門学校：16 校 （上記含まず） 

 

 10. 海外審判交流プログラムの件 

  以下の通り、各国FAと審判員交流を図ることとしたい。 
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＜交流国＞イングランド、ポーランド 

＜目 的＞相互派遣や招聘等、2008年より行なってきた交流プログラムを継続し、審判員や 

審判インストラクターの更なる資質向上の機会とする。 

＜実 績＞ 

年 交流国 内容 

2008 
ポーランド 

派遣：主審 1名・副審 2名 国際親善試合・リーグ 

招聘：主審 1名・副審 2名 国際親善試合・Jリーグ 

韓国 招聘：主審 1名・副審 2名 JFL 

2009 ポーランド 
派遣：主審 1名・副審 2名 国際親善試合・リーグ 

招聘：主審 1名・副審 2名 国際親善試合・Jリーグ・天皇杯 

2010 

オーストラリア 
派遣：主審 1名・副審 2名・インストラクター1名 Wリーグ 

招聘：主審 1名・副審 2名 なでしこリーグ 

イングランド 
派遣：主審 2名・国際親善試合、カップ戦 

招聘：主審 2名 Jリーグ・スルガ銀行チャンピオンシップ 

ポーランド 
派遣：主審 1名・副審 2名 リーグ  

招聘：主審 1名・副審 2名 国際親善試合・Jリーグ・天皇杯 

2011 

中国 
派遣：インストラクター1名・主審 2名 女子スーパーリーグ 

招聘：インストラクター1名・主審 2名 研修会 

イングランド 
派遣：主審 2名 国際親善試合・FAカップ 

招聘：主審 2名 Jリーグ・スルガ銀行チャンピオンシップ 

2012 

イングランド 

派遣（男子）：主審 2名 プレミアリーグ U21・FA カップ 

招聘（男子）：主審 2名 J リーグ・ナビスコカップ 

派遣（女子）：主審 2名、インストラクター1名を 3月に予定 

招聘（女子）：主審 2名 なでしこリーグ・チャレンジリーグ 

パラグアイ 
派遣：主審 1名・副審 2名 リーグ 

招聘：主審 1名・副審 2名 Jリーグ・ナビスコカップ・国際親善試合 

   
 

 11. 地域育成審判インストラクター契約の件 

  （協議）資料№7 
次の 10 名の審判インストラクターと地域育成審判インストラクター契約を締結したい。契約

期間は、2013 年 3月１日～2014 年 2 月 28 日。 

（年齢は 2013 年 3月 1日現在。リストは地域順） 

＜更新＞ 

① 北海道  木島  栄（きじま さかえ）  54 歳 

② 東 北  伊藤力喜推（いとう りきお）  55 歳 

③ 関 東  植村  久（うえむら ひさし） 62 歳 

④ 関 東  上荒 敬司（かみあら けいじ） 53 歳 

⑤ 北信越  谷内 浩仁（たにうち こうじ） 55 歳 

⑥ 東 海  福岡 幹男（ふくおか みきお） 60 歳 
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⑦ 関 西  三宅  毅（みやけ つよし）  57 歳 

⑧ 中 国  山西 博文（やまにし ひろふみ）49歳 

⑨ 四 国  河野  暁（かわの さとる）  57 歳 

⑩ 九 州  原田 秀昭（はらだ ひであき） 53 歳 

  ※⑥福岡 幹男 氏を除く 9名のインストラクターについては 2012 年に続いての契約。 

福岡氏については 2011 年に契約を締結、1年間活動実績あり。 

 

 12. ＪＦＡロングパイル人工芝ピッチ公認（新規）の件 

  公 認 申 請 者：公益財団法人神戸市スポーツ教育協会 

施 設 名：神戸レディースフットボールセンター 

施 設 所 有 者：公益財団法人神戸市スポーツ教育協会 

会長 植月 正章（うえつき まさあき） 

ロングパイル人工芝：ハイブリッドターフ（XXP-62HPF）/ 住友ゴム工業㈱ 

公 認 期 間：2013年2月7日～2016年2月6日 

公 認 番 号：第136号 

 

＜特記事項＞ 

 ハイブリッドターフ（XXP-62HPF）/住友ゴム工業㈱は 

製品検査（ラボテスト）を完了し、ＪＦＡロングパイル人工芝基準を満たしている。 

 公認規程に基づき 2回の検査（フィールドテスト）を実施し、 

ＪＦＡロングパイル人工芝基準を満たしている。 

 

 


